
平成™œ年˜™月™�日 木曜日 第�™——号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
千
二
百
三
十
九
号

種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
四
十
九
条

第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
品
種
登
録
を
取

り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す

る
。な

お
、
育
成
者
権
は
、
同
条
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
二
十
五
年
十
月
十
五
日
に
消
滅
し
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

１
登
録
番
号
第
2
2
7
0
0号

２
登
録
年
月
日
平
成
2
5年

1
0月

1
5日

３
農
林
水
産
植
物
の
種
類

C
a
le
n
d
u
la

L
.

４
登
録
品
種
の
名
称

C
L
ツ
ノ
ダ

A
T
W

W
2

５
品
種
登
録
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

有
限
会
社
角
田
ナ
ー
セ
リ
ー

愛
知
県
一
宮
市
萩
原
町
萩
原
橋
上
1
4
`
１

１
登
録
番
号
第
2
2
7
2
5号

２
登
録
年
月
日
平
成
2
5年

1
0月

1
5日

３
農
林
水
産
植
物
の
種
類

G
e
rb
e
ra

L
.

４
登
録
品
種
の
名
称

G
a
rn
ik
k
i

５
品
種
登
録
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

K
w
e
k
e
rij

F
lo
rist

D
e
K
w
a
k
e
l
B
.V

.

D
w
a
rsw

e
g
1
5
,
1
4
2
4
P
L
D
e
K
w
a
k
e
l,
T
h
e
N
e
t-

h
e
rla

n
d
s

１
登
録
番
号
第
2
2
7
3
1号

２
登
録
年
月
日
平
成
2
5年

1
0月

1
5日

３
農
林
水
産
植
物
の
種
類

G
e
rb
e
ra

L
.

４
登
録
品
種
の
名
称

G
a
rsa

n
t

５
品
種
登
録
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

K
w
e
k
e
rij

F
lo
rist

D
e
K
w
a
k
e
l
B
.V

.

D
w
a
rsw

e
g
1
5
,
1
4
2
4
P
L
D
e
K
w
a
k
e
l,
T
h
e
N
e
t-

h
e
rla

n
d
s

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
六
十
一
号

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
秩
父
銘
仙
を
同
条
第
一
項
の
伝
統
的

工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

石
原

伸
晃

一

伝
統
的
工
芸
品
の
名
称

秩
父
銘
仙

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

１

無
地
銘
仙
及
び
縞
銘
仙
に
あ
っ
て
は
、
次
の
技
術

又
は
技
法
に
よ
り
製
織
さ
れ
た
織
物
と
す
る
こ
と
。

^

先
染
め
の
平
織
り
と
す
る
こ
と
。

_

糸
の
精
練
及
び
染
色
は
浸
染
に
よ
る
こ
と
。

`

よ
こ
糸
の
打
ち
込
み
に
は
、「
手
投
杼ひ

」
若
し
く

は
「
踏
木
に
よ
る
飛
杼ひ

」
又
は
有
杼
ゆ
う
ひ

織
機
を
用
い

る
こ
と
。

２

模
様
銘
仙
に
あ
っ
て
は
、
次
の
技
術
又
は
技
法
に

よ
り
製
織
さ
れ
た
織
物
と
す
る
こ
と
。

^

平
織
り
と
す
る
こ
と
。

_

糸
の
精
練
及
び
染
色
は
浸
染
に
よ
る
こ
と
。

`

た
て
糸
は
、
仮
織
り
し
た
後
、「
解ほ

ぐ

し
捺
染
な
つ
せ
ん

」
を

行
う
こ
と
。

a

よ
こ
糸
の
打
ち
込
み
に
は
、「
手
投
杼ひ

」
若
し
く

は
「
踏
木
に
よ
る
飛
杼ひ

」
又
は
有
杼
ゆ
う
ひ

織
機
を
用
い

る
こ
と
。

b

製
織
は
、「
解ほ

ぐ

し
織
り
」
に
よ
る
こ
と
。

三

伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料

使
用
す
る
糸
は
、
生
糸
、
玉
糸
若
し
く
は
真
綿
の
つ

む
ぎ
糸
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
絹
糸
と

す
る
こ
と
。

四

製
造
さ
れ
る
地
域

埼
玉
県

秩
父
市

秩
父
郡
横
瀬
町

秩
父
郡
小
鹿
野
町

秩
父
郡
皆
野
町

秩
父
郡
長
Á
町

五

指
定
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
六
十
二
号

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
越
前
箪
笥
を
同
条
第
一
項
の
伝
統
的

工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

石
原

伸
晃

一

伝
統
的
工
芸
品
の
名
称

越
前
箪
笥

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

１

木
材
の
乾
燥
は
、
自
然
乾
燥
に
よ
る
こ
と
。

２

木
地
加
工
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ
と
。

^

枠
組
箪
笥
に
あ
っ
て
は
、
次
の
技
術
又
は
技
法

に
よ
る
こ
と
。

Ë

わ
く
の
か
ま
ち
（
よ
こ
か
ま
ち
を
除
く
。）の

見
付
け
及
び
見
込
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
上
、
四
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と

す
る
こ
と
。

ô

た
な
板
及
び
裏
板
に
使
用
す
る
板
材
の
厚
さ

は
、
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

ã

わ
く
の
か
ま
ち
の
接
合
は
、
平
ほ
ぞ
接
ぎ
、

腰
付
き
ほ
ぞ
接
ぎ
、
割
り
く
さ
び
ほ
ぞ
接
ぎ
又

は
鬼
ほ
ぞ
接
ぎ
に
よ
る
こ
と
。

ß

天
板
と
か
ま
ち
と
の
接
合
は
、
か
ま
ち
の
小

溝
穴
に
天
板
を
は
め
込
む
こ
と
に
よ
る
こ
と
。

ç

引
出
し
の
部
材
の
接
合
は
、
組
み
接
ぎ
、
包

み
打
ち
付
け
接
ぎ
、
前
留
め
組
み
接
ぎ
、
あ
り

組
み
接
ぎ
、
包
み
あ
り
組
み
接
ぎ
、
隠
し
あ
り

組
み
接
ぎ
又
は
留
め
形
隠
し
あ
り
組
み
接
ぎ
に

よ
る
こ
と
。

æ

と
び
ら
を
付
け
る
場
合
に
は
、
と
び
ら
の
部

材
の
接
合
は
、
雇
い
ざ
ね
留
め
接
ぎ
又
は
隠
し

留
め
形
三
枚
接
ぎ
に
よ
る
こ
と
。

Ý

引
戸
を
付
け
る
場
合
に
は
、
引
戸
の
部
材
の

接
合
は
、
平
ほ
ぞ
接
ぎ
又
は
腰
付
き
ほ
ぞ
接
ぎ

に
よ
る
こ
と
。

Ú

仕
上
げ
は
、
ト
ク
サ
の
葉
な
ど
を
用
い
て
み

が
く
こ
と
。

_

板
組
箪
笥
に
あ
っ
て
は
、
次
の
技
術
又
は
技
法

に
よ
る
こ
と
。

Ë

天
板
、
側
板
及
び
束
板
に
使
用
す
る
板
材
の

厚
さ
は
十
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ

と
。

ô

裏
板
に
使
用
す
る
板
材
の
厚
さ
は
、
七
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

ã

天
板
と
側
板
と
の
接
合
は
、
五
枚
組
以
上
の

組
み
接
ぎ
、
前
留
め
組
み
接
ぎ
又
は
包
み
あ
り

組
み
接
ぎ
に
よ
る
こ
と
。

ß

引
き
出
し
部
材
の
接
合
は
、
組
み
接
ぎ
、
包

み
打
ち
付
け
接
ぎ
、
前
留
め
組
み
接
ぎ
、
あ
り

組
み
接
ぎ
、
包
み
あ
り
組
み
接
ぎ
、
隠
し
あ
り

組
み
接
ぎ
又
は
留
め
形
隠
し
あ
り
組
み
接
ぎ
に

よ
る
こ
と
。

ç

と
び
ら
を
付
け
る
場
合
に
は
、
と
び
ら
の
部

材
の
接
合
は
、
雇
い
ざ
ね
留
め
接
ぎ
又
は
隠
し

留
め
形
三
枚
接
ぎ
に
よ
る
こ
と
。

æ

引
戸
を
付
け
る
場
合
に
は
、
引
戸
の
部
材
の

接
合
は
、
平
ほ
ぞ
接
ぎ
又
は
腰
付
き
ほ
ぞ
接
ぎ

に
よ
る
こ
と
。

Ý

仕
上
げ
は
、
ト
ク
サ
の
葉
な
ど
を
用
い
て
み

が
く
こ
と
。

３

塗
装
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ
と
。た
だ
し
、

キ
リ
材
を
使
用
す
る
場
合
を
除
く
。

^

ふ
き
漆
塗
に
あ
っ
て
は
、
生
漆
の
塗
付
け
と
ふ

き
取
り
を
繰
り
返
し
た
後
、
透
漆
を
用
い
て
仕
上

げ
塗
を
す
る
こ
と
。

_

春
慶
塗
に
あ
っ
て
は
、砥
の
粉
又
は
弁
柄
で「
目

止
め
」
を
し
、さ
び
漆
を
用
い
て
下
塗
を
し
た
後
、

表
面
を
削
り
滑
ら
か
に
し
、
透
漆
を
用
い
て
仕
上

げ
塗
を
す
る
こ
と
。

`

呂
色
塗
に
あ
っ
て
は
、
さ
び
漆
を
用
い
て
下
塗

を
し
、
呂
色
漆
を
用
い
て
上
塗
を
し
た
後
、「
上
塗

研
ぎ
」
を
し
「
胴
É
り
」
を
す
る
こ
と
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
六
十
三
号

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
山
鹿
灯
籠
を
同
条
第
一
項
の
伝
統
的

工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

石
原

伸
晃

４

金
具
の
製
造
は
、
次
の
技
術
又
は
技
法
に
よ
る
こ

と
。

^

鋼
板
は
、
鍛
造
に
よ
り
打
ち
延
ば
し
て
使
用
す

る
こ
と
。

_

輪
郭
の
切
断
は
、
手
作
業
に
よ
り
鏨
を

た
が
ね

用
い
て

行
う
こ
と
。

`

「
面
取
り
」
は
、
手
作
業
に
よ
り
鑢
を

や
す
り

用
い
て

行
う
こ
と
。

a

座
金
、
鍵
、
錠
前
及
び
縁
金
具
作
り
は
、
手
作

業
に
よ
る
こ
と
。

b

引
き
手
作
り
は
、
手
作
業
に
よ
り
「
わ
ら
び
て

型
」、「
ひ
る
て
型
」
又
は
「
角
手
型
」
に
成
形
す

る
こ
と
。

c

さ
び
止
め
は
、
焼
い
た
金
具
に
生
糸
を
す
り
つ

け
て
磨
く
こ
と
。

d

仕
上
げ
は
、
菜
種
油
又
は
椿
油
で
拭
き
、
乾
燥

さ
せ
る
こ
と
。

三

伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料

１

木
地
は
、
ケ
ヤ
キ
、
キ
リ
、
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
若
し

く
は
ス
ギ
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

２

漆
は
、
天
然
漆
と
す
る
こ
と
。

３

金
具
は
、
鉄
製
と
す
る
こ
と
。

四

製
造
さ
れ
る
地
域

福
井
県

越
前
市

m
江
市

五

指
定
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日

Ÿ
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